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(4) 授業実践                                          

 

ア 検証授業Ⅰ                                           

本時の目標 

・インターネット上に情報を発信する際の責任を知り、発信者としての責任についての知識を身

に付ける。 

学習活動 教師の働き掛け 

１ アンケート結果を

知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＳＮＳには、LINE  

 の他にも、Twitter、 

 Instagram 等、様々な 

 アプリが存在するこ 

 とを知る。 

・情報端末の所持やインターネットの利用状況の現状を説明した。 

・結果を電子黒板に表示し、クラスの現状を伝えた。 

 

                    ・学級の 97％の生徒がインタ 

ーネットを利用しており、 

動画閲覧と LINE の利用が、 

全体の１位と２位だったこ 

とを説明した。 

 

 

                    ・質問形式にし、生徒の関心 

                                          を高めるようにした。 

                                       

                 

                        

 

 

・スノーやスナップチャットは写真を加工するアプリである。プリクラを例

に、簡単に加工できることから人気があることを説明した。 

・昔はテレビ局などしか情報の発信はできなかったが、情報機器の発達によ

り、誰もが情報を発信できるようになったことを伝えた。 

３ 本時のめあてを知

る。 

 

 

４ 動画を視聴し、かず

きさんのどのような

行動が問題だったの

かを話し合う。 

 

 

 

 

 

・めあてを掲示した。 

 

 

 

・YouTube に文部科学省公式ページ(mextchannel) (2)があり、「情報モラル」

で検索を行うことで教材が閲覧可能となるサイトを利用した。 

 

                   ・2016 年７月に公開された、 

                    教材⑩「軽はずみなＳＮＳ 

                    への投稿」を教材として使 

                    用した。 

                    

 

 インターネット上に情報を発信する際の注意点について考えよう。 

 

※画像にはぼかしをいれています 
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５ かずきさんと周り

の人が、今後どのよう

になってしまうのか

を話し合う。 

 

６ インターネットの

どのような特性によ

って、かずきさんの投

稿が広まったのかを

話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

７ インターネットに

写真を投稿するとき

には、どのようなこと

に気を付けたらよい

かを考える。 

・ジオタグについて、

ワークシートに記

述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・かずきさん本人だけでなく、かずきさんの家族や閉店になった店で働いて

いる人についても考えさせた。  

・「炎上」という言葉を紹介し、非難が殺到し収拾がつかなくなる状況が起

きていることに気付かせた。 

 

・近くの人と自由に話し合うように伝え、話し合う活動の中での発言やワー

クシートへの記入を取り上げて、数名に発表させた。 

・キーワードである「公開性」と「記録性」を強調するため、色ペンで記入

するようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・情報機器の発達により、最近の写真には、撮影日時やＧＰＳで得られた 

 位置情報などが添付されていることを伝え、理解を深めさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に授業で使用

したワークシート 

公開性と記録性を

記述させた。 

写真には「ジオタグ」

と呼ばれる情報が添

付していることを理

解させた。 
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８ 学んだことを保護

者に伝えて、意見や感

想をもらってくる。 

 

・本時のまとめを行

い、次時の活動内容

を知る。 

・学習内容を生活につなげていくために、保護者からコメントを記入しても

らうことを説明した。 

・次時は、トラブルに遭遇したときの解決方法について学習することを伝え

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動画教材の中で、大 

学生の何気ない写真の 

投稿から、店が閉店と 

なり、自宅が特定され 

家族まで非難されるこ 

とを生徒は学習しまし 

た。また、写真にはジ 

オタグという撮影日時 

や位置情報が添付され 

ていることを学びまし 

た。 

生徒の感想からも、 

友達や家族にまで影響 

が及ぶことを心配する 

感想が多く見受けられ 

ました。家族にまで被 

害を及ぼす危険性につ 

いて学ぶことは、安易 

にインターネットへ投 

稿することへの抑止力 

になると考えます。 

また、授業を受けた 

全ての生徒の保護者か 

ら意見や感想を記述し 

てもらい、ワークシー 

トを回収することがで 

きました。 

 

 

 

保護者に記入しても 

らったワークシート 

資料１ 生徒の書いた意見 

資料２ 保護者からの意見 
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保護者の意見は、多かった順に、①家庭ではルールを決めて使用させます（８名）。②中学生に

はまだ必要ないと思います（６名）。③情報モラルの授業も必要だと思いました（４名）。④子供

の利用内容を確認するようにしています（３名）。⑤インターネットの危険性が分かりました（２

名）。発信や投稿はしないように伝えます（２名）。親子で話合いをすることが大切だと思います

（２名）等の意見があり、保護者の関心が高いことが分かりました。 

 

イ 検証授業Ⅱ                                           

本時の目標 

・自他の情報の取り扱いに関して正しい知識を持ち、トラブルに遭遇したとき主体的に解決を図

ろうとする。 

学習活動 教師の働き掛け 

１ 前時の復習をす

る。 

 

 

 

２ 本時のめあてを知

る。 

 

 

・結果を電子黒板に表示し、クラス 

の現状を再提示した。ＳＮＳの中 

では、LINE の使用が多いことを知 

らせた。 

                  

           

 

３ ＳＮＳのグループ 

トーク機能につい

て知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 次郎は、何と書き

込むかを予想する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・LINE のグループ機能について紹介し、使ったことがない生徒にも、既読

機能等を説明し、今後使用する可能性があることに気付かせた。 

 

                ・10 名が、６組仲良しグルチャに参加 

していることを伝えた。 

                ・既読や退会等の補足を行い、利用し 

て                ていない生徒にも、どのような機能 

があるのかを伝え、全員の理解を図 

るようにした。 

 

 

                                 

 

                     

                     

 

 

 

 

 

 

ＳＮＳの利用法について考え、トラブルにあったときの対処法を考えよう。 

 

「自転車で行く」、「自転車で行

こうかな」、「部活だから行けな

い」等の意見が出た。 


